
時
六
月
二
録
、
選
挙
法
が
改
正
務
官
様
者
ゃ
、
本
町
に
移
つ

叫
に
な
号
、
み
な
き
ん
の
選
挙
緩
て
き
た
方
は
、
そ
の
と
き
に
申

輔
を
録
楠
押
す
る
選
挙
人
名
簿
が
、
議
す
る
ζ

と
に
な
り
ま
す
。

同
永
久
的
な
色
の
と
な
り
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
受
裂
し

剛
い
ま
ま
で
の
選
挙
人
名
簿
は
た
申
請
替
は
、
一
一
一
月
一
日
と
、

醐
幾
年
九
汚
十
叫
品
目
線
殺
で
、
選
九
月
一
闘
の
一
一
際
、
そ
れ
ま
で

い
戸
数
開
閉
溜
察
長
会
が
刊
行
な
っ
た
遂
に
附
し
出
の
あ
っ
た
者
を
、
選

桝
殺
人
名
簿
後
縁
組
民
総
潟
に
廿
諮
る
挙
人
名
鯵

κ議
録
を
決
定
し
ま

嚇
役
員
殺
な
ど
者
照
会
し
て
骨
盤
木
す
。

4
F

滋
挙
人
名
簿
弘
管
制
綱
側
資
し
て
い
立
じ
の
よ
う
托
従
来
の
測
地
挙
人

惜
し
に
。
そ
し
て
新
ら
た
氏
本
附
名
簿
と
翻
制
挫
の
し
か
た
が
ち
が

噛
に
仲
間
む
よ
う
に
な
っ
た
ガ
や
、

q
て
お
り
ま
す
。

噛
成
人
に
な
ら
れ
た
ガ
は
、
愉
制
官
ん
こ
れ
に
よ
っ
て
、
滋
撲
協
同
環

醐
防
総
脅
し
て
潮
崎
被
の
約
成
げ
刷
、
後
回
門
会
で
は
、
名
簿
の
綴
製
が

叫
総
資
閣
職
議
人
名
簿
脅
畑
糊
制
時
し
て
楠
附
市
中
仲
判
官
れ
、
滋
準
総
長
官
甘
す
い
引
口
月
一
吋
固
に
は
二
ぷ
担
ゃ
に

哨

い

ま

し

に

。

る

翁

の

翁

綴

か

ち

の

綴

糊

捌

ゃ

、

出

胤

mw
凝
議
所
柑
腕
叫
刺
殺
笈
と
、
一
一

醐

ιん
ど
永
久
化
き
れ
る
滋
被
刊
一
時
鳳
mu
脳
陣
昏
妨
げ
る
よ
う
に
な
燃
に
一
療
の
総
数
柑
純
計
鴻
制
官
躍
が

同

人

魚

釣

は

、

六

月

以

十

叫

同

線

泌

り

ま

す

。

問

問

符

w
h
行
な
わ
れ
ま
す
。

吋
で
、
揃
瑠
悦
郁
榔
胤
神
的
脅
糊
糊
殺
し
て
、
と
の
滋
嫌
疑
的
問
ω

衡
の
「
獄
織
と
れ
ち
の
舗
糊
骨
裁
は
特
腕
叫
制
時
慌
に

酬
と
れ
者
恰
樹
氏
、
永
久
別
融
敬
一
人
物
納
附
ー
い
と
も
公
え
る
永
久
滋
世
帯
人
祭
づ
く
制
闘
の
幾
ゆ
比
伸
腕
則
貯
の
一
つ

蜘
的
関
ヵ
l
ド
に
議
滅
容
れ
ま
す
名
簿
告
側
側
制
概
す
る
に
め
の
級
交
で
す
べ
て
の
機
構
減
渋
や
常
時
抑
制
mw

加

と

の

カ

l
ド
に
一
俊
一
致
脇
陣
窓
密
行
な
い
ま
す
。
災
鱒
闘
争
繍
附
官
燃
し
て
、
今
執
艇
の
附
関

嚇
れ
に
万
は
、
死
亡
と
か
、
本

W

W

明
、
は
、
と
の
滋
数
淡
伸
明
緩
や
品
職
情
刈
拘
悦
治
品
悼
の
綴
淡
部
付
鮒
献
の

融
か
ら
役
所
在
判
明
書
な
い
か
ま
り
災
と
鎌
ね
て
、
仲
間
災
総
本
山
口
綴
議
機
繁
制
科
と
な
る
滋
潮
粛
な
綴
後

申
永
久
出
削

κ同
制
緩
か
れ
る
と
と
に
の
予
…
徽
務
次
も
い
た
し
ま
字
結
で
す
。

噛
な
り
克
す
。
溺
設
耐
附
で
は
然
災
後
緩
や
、
ハ
門
犠
掛
帯
端
閉
柑
眠
叫
制
緩
受

で

規

則

で

は

五

月

に

…

劉

の

き

げ

て

く

だ

さ

い

。

芸

ま

ち

ま

え

と

一

間
山
一
献
血
は
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
と
む
よ
う
な
繁
い
食
惑
を
と
ろ
瞬
間
寺
緩
く
し
た
ち
、
一
争
終
を
一

同
一
ま
す
が
、
毎
月
献
鼠
し
て
も
よ
り
ま
す
と
、
約
化
級
制
は
き
れ
て
す
る
と
い
お
れ
て
い
ま
す
。

脚

一

い

で

す

か

。

山

設

が

札

び

状

応

、

期

間

つ

で

筏

蜘

制

緩

m
寄
れ
た
商
法
雄
は
ど
う
川

炉
…
長
く
続
け
る
と
多
少
一
誠
測
で
約
で
き
な
く
な
る
と
と
が
あ
ち
な
争
家
殺
か

φ

一

加
山
す
一
一
り
で
、
で
き
る
な
ち
径

lm…
ま

す

。

歳

時

棋

は

分

離

職

し

て

液

状

や

統

一

暢
一
件
リ
ッ
ト
ル
ま
で
が
よ
ろ
し
い
で
採
成
後
凶
叫
ん
同
を
食
べ
て
も
か
紋
様
策
に
し
た
号
、
品
拠
出
W

燦
液
…

酔

一

し

よ

う

。

ま

い

ま

せ

ん

。

災

被

災

伶

与

か

え

ち

れ

る

の

で

一

申
…
探
恋
前
に
一
-
i
i
J
:
;
i
i
i
i
a
j
i
i
i
i
i
j
!
?
A
e
i
-
-
t
i
j
i
i

す
が
、
・
綴
縁
…

プ

注

意

す

る

こ

↑

車

液

の

知

識

と

と

は

続

三

'i

噛

一

と

は

あ

り

ま

一

，

‘

ι

-

J

…
カ
れ
守
恥
入
っ
て
山

時

…

せ

ん

か

一

載

車

の

誌

な

し

J

い
る
の
で
、
一

喝

採

血

す

る

‘

i

'

v

j

e

i

、
;
V
e
i
i
i
e
e
e
e
d
a
j
;
:
;
j
i
h

制
利
用
で
き
ま
一

吋
一
綿
花
は
、
医
師
が
槌
康
診
畿
を
期
間
は
少
し
く
ち
い
欽
ん
で
も
せ
ん
。

輔

一

し

、

い

ろ

い

ろ

お

た

ず

ね

し

ま

さ

し

っ

か

え

あ

ち

ま

せ

ん

。

し

ー

…

問
…
す
か
ら
、
院
解
の
質
問
問
に
は
廷
か
し
深
緑
は
、
採
由
訟
の
総
後
を
五
日
庁
十
六
日
号
の
、
千
繁
眠
時
一

肝
一
泊
に
答
え
て
く
ピ
さ
い
。
傾
向
わ
ず
ょ
い
と
は
い
え
ま
せ
家
十
字
必
殺
セ
ン
タ
ー
の
電
話
…

蜘
一
採
点
前
倒
終
回
例
法
、
開
卵
、
総
ん
。
番
号
は
、
千
葉
〈
一
一
二
)
一
一
一
一
一
一
一

蜘
…
物
、

h51ム
、
抽
出
身
の
多
い
獲
識
は
歓
ん
だ
ら
効
果
が
あ

O
ニ
に
訂
正
し
ま
す
a

一

蜘

…

府

内

等

、

細

細

紛

分

の

多

い

も

の

は

ち

ま

す

か

。

…

品
調
締
官
就
糊
期
総

六
日
月
二
十
口
院
か
込
山
八
月
二
十

九
日
ま
で

車
選
殺
人
名
簿
の
制
批
腕
麟
お
よ
び

田
純
噛
舗
の
殿
内
品
糊
期
総

八
震
対
ニ
十
六
円
ね
か
ち
九
時
持
丸

田
村
ま
で

我
孫
子
酎
制
措
札
機
及
び
N

背中父端的

企
漆
世
帯
人
名
簿
mw
後
史

九
月
一
応
十
円
時

車
朝
縄
夜
祭
悦
悦

国
内
務
、
慾
向
的
，
必
然
、
嬬
車
市
縞
点
背

後
一
燃
、
俊
民
世
誕
組
憾
の
努
鮮
側
、
制
糊

投
託
金
受
絞
め

d

官
甘
然
、
同
開
国
刷
機

媛
県
問
時
間
知
加
入
mw
官
官
然
な
ど
で

す。

商
工
会
の
総
会
聞
く

永
年
勤
続
者
の
表
彰
な
ど

会
品
川
島
同
月
二
十
}
抗
日
午
後
二
時
か
ら
陶
工

会
制
聞
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
本
町
商
工
会
践

例
制
開
会
は
、
剣
山
刊
四
十
年
成
事
曲
泊
朝
刊
血
官
及
び

油
開
擦
な
ど
者
添
削
揮
し
ま
し
た
。

な
お
ζ

の
織
機
w
h
容
器
内
比
ち
永
総
鈎
柚
脱
者

六
十
…
名
の
殺
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

十
郎
州
以
上
の
齢
制
州
制
翁
は
次
の
と
お
ち
で
す

A
U

十
加
時
効
総
務

お
川
勝
笈
〈
出
肱
潟
榊
慨
舗
内
腕
〉
小
野
附
間
一
〈
掛
判

件
付
チ
}
予
}
〉
日

mm地
法
制
甘
〈
…
阿
波
コ
ン
ク

リ
ー
ト
〉
小
林
山
相
閑
対
〈
市
川
鉄
工
所
〉
接

関
敏
閥
均
ハ
火
山
潟
市
附
〉

選
挙
権
を
永
久
名
簿
に

住

民

台

帳

も

整

備

す斉

調

査絡
が
ち
か
く
判
明
出
脱
化
さ
れ
る
と

ζ

れ
に
尚
捕
え
て
選
挙
資
時
間
割
調

査
と
兼
ね
て
住
民
の
基
礎
約
端
調

査
が
行
な
わ
れ
る
と
と
に
な
ち

ま
し
た
の
で
、
明
調
査
員
が
み
な

き
ま
の
家
疫
を
務
出
向
さ
れ
た
と

き
は
抽
出
力
争
お
緩
い
い
た
し
ま

す。
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る

六
月
二
十
日
に

国
民
健
康
保
険
、
園
田
周
年
金
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
台
緩
に

な
っ
て
お
h
ま
仇
す
。

ζ

の
よ
う
な
窓
複
台
援
を
届
出

立
し
て
、
一
つ
の
台
緩
で
彫
の

す
べ
て
の
事
務
が
行
主
わ
れ
る

よ
う
な
事
務
改
轡
吾
考
え
て
、

住
民
A
量
制
制
度
合
理
兆
珊
調
査
会

の
答
階
に
世
帯
語
、
合
組
棋
の
一
本

E翼

州
刑
脳
間
加
川
端
間
〈
判
明
孫
子
食
繍
棚
〉
波
別
制
作
総

(
グ
〉
総
骨
民
地
主
(
之
市
京
滋
悦
久
〈
小
林

ガ

2
8図
辺
好
検
〈
岨
融
機
織
物
辺
機
〉

A
Z十
年
数
総
省

中
村
て
る
〈
ま
ず
や
〉
野
田
山
祭
制
時
{
蛸
蹴
悶
凶

履
物
底
〉

占
兜
掴
持
磁
波
、
指
閣
議
仕
入
品
加
、

絞
売
方
法
、
市
関
口
開
阪
発
緩
世
帯

同
門
晴
樹
査
の
方
法

一
一
つ
の
議
交
と
も
、
朝
時
交
認

を
七
時
三
日
現
在
と
し
て
、
七

mm
ゴ
持
か
ら
七
月
七
日
夜
ま
で

の
嗣
闘
に
朝
間
変
異
が
訪
問
し
て
、

主
、
と
き
鶏
交
を
行
主
い
ま

す
。
常
時
患
の
縄
問
ム
ロ
は
、

ζ

の間関

に
ご
っ
必
議
査
が
行
な
わ
れ
る

お
け
で
す
。

こ
の
明
調
査
商
用
に
記
入
さ
れ
た

内
総
に
つ
い
て
は
、
制
限
章
一
応
格

後
が
守
ら
れ
、
統
計
閥
的
円
以
外

問
調
々
の

B
K
は

調

査

安

実

議

出町議官茸
mw
対
象

気
持
冊
、
公
営
を
と
わ
ず
金
縁

嬬
離
に
わ
た
る
術
学
嬬
最
高
川
〈
施
工

議
、
糊
鶴
例
制
、
一
点
・
絞
殺
、
閣
路
払
鞠

鴻峨附拙掛中山、サ
i
ど
見
漆
)

ぬ
W
鋪
間
交
の
市
内
務

談
4

議
描
期
名
、
部
間
一
夜
品
端
、
絞
殺

知
航
機
棚
、
樹
静
一
畿
の
繍
悌
輔
樹
、
時
間
帯
滑

鶴
間
数
、
資
本
金
な
ど

ね
務
総
軸
概
齢
制
糊
制
批
耳

仇

W
期
締
官
殺
の
村
川
敷

側
側
曲
部
、
小
祭
場
燃
奇
絞
れ
ω

糸満開

山脇
地W
欄納骨就
mw
的内務

時
間
協
名
、
印
間
後
品
端
、
付
制
判
的
判
制

糊
側
、
制
批
然
災
粕
獄
、
恥
河
本
魚
、

写
真
ば
，
.... 

永

年

勤

続

替

の

表

彰

式

い
ち
ま
せ
ん
や

そ
の
総
務
制
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
叉
は
、
由
時
業
銀
総
ヱ
即
時

へ
関
い
合
せ
く
だ
き
い
。

な
お
、
日
時
見
二
十
日
叫
に
受
付

を
〆
切
っ
て
お
h
y
ま
す
の
で
と

利
尽
く
だ
さ
い
。

事

業

資

金

の

融

資

最
高
三
百
万
円
の
貸
付

間
由
民
金
蔵
公
庫
は
、
国
民
大
伺
利
息
は
後
払
い
で
す
の
で
、

衆
の
た
め
の
金
時
闘
機
関
と
し
て
貸
付
の
と
き
は
和
患
を
差
別
引

中
小
A
思
議
者
や
恩
給
受
給
者
な
き
ま
せ
ん
。

ど
氏
、
長
期
・
低
利
で
貸
付
を
骨
期
間

し
て
い
る
闘
の
金
風
機
関
で
す
運
転
資
金
の
場
合
、
普
通
二

貸
付
の
取
鋭
い
は
、
町
で
は
十
カ
月
故
、
設
品
開
資
金
の
場
合

緩
議
務
怜
ヱ
係
し
に
商
工
会
に
お
二
十
五
カ
汚
か
ら
五
十
カ
月
穣

い
て
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
夜
で
す
。

ζ
れ
か
ら
潜
嚇
離
を
始
め
よ
う
劉
々
の
事
情
に
応
じ
て
、

ζ

と
す
品
ガ
ゃ
、
宙
物
議
を
営
ん
で
の
鎖
阪
市
内
で
資
対
綴
閣
を
決
め

い
て
、
向
。
出
料
金
明
、
は
ど
う
し
ま
す
。

て
も
一
小
口
出
す
る
と
か
、
銀
行
そ
鯵
川
端
務
官
山
仲
間

の
仰
の
金
約
機
関
ヤ
は
綴
う
よ
綬
附
則
と
し
て
、
同
月
滋
返
済
で

う
に
品
開
む
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
す
。
脇
村
氏
必
援
な
務
会
は
綴
後

う
な
ぬ
〈
け
は
機
漆
絞
ゑ
奇
数
氏
側
淵
問
問
を
綬
き
、
立
た
一
時
払
い

す
る

ωMV後
期
胤
絞
殺
で
す
。
と
な
ど

ω波
紋
い
も
い
た
し
ま
す

の
蜘
肉
付
糸
件
ば
次
の
と
お
り
明
、
議
録
材
開
人

す
d
u

一
私
以
上
必
擦
で
す
。

品
骨
偽
汎
付
金
制
問
削
刊
内
隣
人
の
機
会
同
同
代
官
鴇
棋
官
民
削
搾

胤
以
官
附
…
一
一
川
闘
い
均
約
ま
で
明
、
す
。
付
蹴
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

た
だ
し
、
代
総
妓
い
の
機
会
は
そ
の
ほ
か
氏
一
級
以
上
の
然

災
十
万
川
内
ま
で
明
、
す
。
材
蹴
人
げ
か
M

関
税
艇
で
す
。

品
晴
、
資
金
附
間
持
制
抑
制
執
陥
陣
争
例
制
掛
附
す
る
批
判
合
法
、

一
祭
然
資
金
〈
W

掛
町
制
臨
月
余
及
。
間
部
材
蹴
人
奇
必
櫛
引
と
し
な
い
と

制
問
機
資
金
〉
に
糊
関
与
え
ず
。
と
が
あ
ち
ま
す
。

審

判

判

内

品

晶

帯

拙

関

係

川
町
利
率
は
判
明
・
八
分
間
関
附
閥
〈
月
山
刊
袋
付
令
部
鵠
が
夜
湾
問
間
以
下
の

レ
U

問
、
日
歩
二
銭
…
力
関
時
間
関
議
総
会
銭
、
回
開
問
問
と
し
て
録
係
が

市
町
村
議
員
の
鈴

措
置
所
祭
溺
答
、
一
条

慈
を
住
民
の
出
国
後
も

お
お
い
に
利
間
持
し
て

く
ど
き
い
。

闘
時
議
務
〈
安
間
関
同
鴨
川
間

・
太
終
調
間
制
艇
か
名

パ
ス
、
声
ヲ
シ
i

mw
後
あ
ち
〉
利
用
問

料
金
un
一
治
二
食

品
判
初
対
日
笈
十
月
・
か

与
一
手
渡
mmま
で

}
粂
緩
〈
品
開
波
町
駅
か

ち
パ
ス
、
タ
ク
レ

ー
の
捕
概
念
的
ち
V

湖
特

問
問
制
作
会
員
一
約
一
一

食
品
刊
八
滋
双
十
川
内

か
ち
〕
午
後
間
的

〈
〉
出
叩
込
み
允
1
9
t
i一
淡

前
刑
務
概
欄
耐
時
以
務
柏
崎

千
磯
崎
蛾
舟
同
執
師
会
附
蹴

出
向
誌
を
略
構
時
開
中
市
駅
町
村
線
開
閉
品
内

務
総
会
ふ
鴇
輔
硝
手
掛
操
(
抑
制
〉

六
一
八
日
出
向
綿
綿
州
間
一
一

t
双

続出刷、

出
関
係
の
あ
る
よ
う
な
ζ

と
に
使

附
加
す
る
と
と
は
、
法
律
で
m
聞く世明

届謹盤轟轟盤謹舞鶴軍費留置

る
よ
う
協
カ
奇
お
嗣
削
い
し
ま
す

納税のお願い
PITの事業がP:l滑に行なわれるには、みなきんの

協力がなくてはできません。

~rf税はきめられた{fJWJ内1こ約める.tうお願いい

たします。

。月301191;寺からl6!等まで興陽寺でn\~.員徴収を行
ないますのでご利用oどさい。
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五
月
中
の
交
通
事
故

町

内

で

二

十

世廿

ω交
遜
市
立
余
波
削
掲
げ
か
ね
な

わ
れ
に
双
絡
に
、
脚
州
市
内
げ
件
以
柑
き

た
炎
滋
務
総
件
数
は
ご
十
一
件

と
附
時
停
に
時
比
べ
的
仲
畑
に
山
手
く
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
に
こ
り
山
中
に
は
・
父
通
安
全

期
期
総
に
入
っ
た
十
一
日
か
ら
な

十円口市
w
m
に
死
亡
事
総
け
か
一
…
伶

も
お
き
て
い
ま
す
。

死
亡
山
事
総

ω川
町
川
内
叶
川
、
本
叫

ス
ピ
ー
ド
m
w
m
し
す
さ
と
、
歩

料
情
以
引
が
抽
出
践
に
飛
び
出
し
て
制
服

き
た
も

ω
で
す
が
、
一
カ
M

けに

二
十
一
日
作
吋
務
欲
作
的
問
と
い
う

と
ω

一
日
に
一
件

-ω
山
下
裁
が
起
き

て
い
る
乙
と
に
江
ち
ま
す
。

と
れ
ば
市
中
を
滋
総
す
る
人
が

交
滋
樹
刷
出
問
者
守
る
と
と
は
も
ち

ろ
ん
的
こ
と
明
、
す
が
、
多
.hu帆
打

の
不
作
抗
期
凪
に
よ
る
も
の
も
多
く

び

成
3

2
4
2
 

で
て
い
ま
す
。

・
率
の
丸
山
M
l
F
の
似
し
す
ぎ

.
い
お
む
ち
W

拙い戦

・
吋
級
者
飲
ん
だ
ら
泌
総
し
必
い

.
無
免
許
運
転

ま
た
後
近
議
院
帆
哨
小
必
然
制
限
火

い
か
多
い
ζ
と
も
wv絞
り
川
相
川
間
広

々
h
ま
す
。

歩
行
者
に
つ
い
て
は

-

h

父
鳴
瀬
淵
細
川
則
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
吋
人
は
お
州
問
遂
行
」
を
守

唖
令
。

奪
取
の
護
抽
出
前
仰
比
艇
の
縫
綴

-
子
供
の
か
材
"
に
は
大
人
が
充

分
に
附
識
を
つ
け
る
。

-
子
供
を
送
時
間
で
遊
ば
せ
れ
内
い

こ
れ
ら
の
ζ

と
を
守
っ
て
、

一
人
一
人
MVM袖
を
つ
け
て
ポ
訟

の
々
い
本
均
一
の
交
官
描
安
全
w
仰
心

配
W
ち
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

a'l 

銃
権
刀
剣
類
の
一
斉
検
査

一
M

一
時
槻
取
締
法

一

怒

改

正

報

結
脱
線
引
μ
制関税

ω
一
斉
殺
況
を

中脱線

ωと
絞
り
行
な
い
ま
す
の

で
、
所
持
活
は
必
ず
浅
川
円
級
官
況

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

-
け
何
時
六
月
一
日
十
七
日

六
月
二
十
八
日

午
劫
制
九
臨
吋
か
ら
今
後

問
的
吋
ま
で

-
織
が
拘
刊
同
開
a
ナ
品
骨
盤
却
派
山
山
一
昨

.
抱
一
行
持
参
す
る
も
の

出
聞
か
ん
、
然
、
刀
剣

説明ゆ付紙

は
わ
い
鋭
的
階
刀
制
問
積
所
持
拭
守
的
恥

総
体
仙
波
ぴ
火
紫
紺
期
終
続
出
仙
の
…

揖
却
が
改
正
古
れ
る
時
国
込
明
、
ナ
‘
り

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

品
鋭
機
刀
剣
頭
説
時
持
取
締
法

ω

二
時
前
間
延

①
獄
銭
、
泡
気
鋭

ω泌
総
封
仲
町
可

を
受
同
り
よ
う
と
す
る
翁
浴
、
法

令
お
よ
び
絞
殺
パ
い
に
つ
い
て
議

制
悶
を
受
け
、
そ
の
線
殺
者
修
了

し
た
者
で
な
け
れ
ば
同
時
付
巧
ゃ
し

な
い
ζ

と
に
な
ち
ま
す
。

命
線
脱
税
の
所
持
母
令
を
一
一
十
オ

民
同
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

J1¥ {君臨.=:t盟郵便物lI!i'I¥D

品
w
鈴
拙
肌
お
よ
び
山
内
品
川
別
総

ω涜件付

時
町
一
%
に
つ
い
て
緩
た
に
汽
位
。
ご

と
の
更
新
削
除
~
と
な
き
立
す
O

AWV
枇
郡
出
陣
同
同
品
計
市
吋
に
採
る
同
川
法
以

外
苦
器
開
問
所
持
し
て
は
h

せ
ら

な
い
と
と
が
開
明
ら
か
に
さ
れ
れ
記

す。③
構
造
ま
た
は
機
絡
が
絞
令
で

浴
め
る
線
機
w
h
透
合
し
な
い
綴

府
側
は
、
許
可
を
し
な
い
ζ

と
に

な
h
ま
す
。
〈
械
的
災
浴
、

M
m
A
H

等
一
必
綴
秘
抑
制
別
問
問
〉

ゆ
出
問
符
mw
紳
許
可
を
受
け
た
市
刊
の

潟
、
氏
な
方
法
の
保
終
災
w
明
寺
殺

す
乙
と
に
な
り
ま
す
。

@
詰
問
柏
村
終
均
約
制
約
し
取
阪
の
山
中

山
弘
次
淡
糊
明
前
哨
級
品
山
の
進
泌
が
総

え
ら
れ
ま
す
。

A
火
薬
類
取
締
総
仙
の
…
部
改
正

A
W
泌
総
相
暗
に
附
間
開
閉
さ
れ
る
、
内
t

潟
、
繁
簡
剛
、
務
用
保
何
刊
の
神
間

様
、
議
受
、
翰
入
、
絞
殺

ω掛川

可
は
従
来
は
綴
滋
術
的
以
如
州
事
が

許
滑
り
し
て
い
た
が
、
今
凶
聞
の
佼

叩
忠
明
、
部
滋
脱
出
損
M
A
I
安
帯
用
問
民
会
M
F

行
な
う
乙
と
に
な
き
ま
す
。

39年余 関 事 般 原 因 統 計
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柏
市
の
潟
水
眠

時
忍
銭
信
か
ち
、
説
会

話
議
長
の
さ
3
な

い
手
紙
が
聞
閥
き
ま
し

る
に
c

ね
勺
「
開
閉
伴
の
よ
う

狩
H
U

に
、
後
押
制
岡
部
緩
胸
部

出
限
必
方
、
及
び
小
・
中
学

…
訪
中
内
り
が
で
メ
ガ
ネ
が
必
要

一
で
も
災
え
な
い
方
に
メ
ガ

今
ネ
を
殺
し
上
げ
れ
い
い
と
間
四

い
ま
す

i
i
こ
の
よ
う
な

ぷ
人
い
か
お
う
告
白
し
た
ら
開
閉
ま

一
で
お
い
で
く
だ
$
い
。
い

移
動
銭
渓
抑
制
制
限
室

関
設
の
お
知
ら
せ

然
災
踊
開
放
室
を
次
の
と
お
り

国
開
設
し
ま
す
の
で
、

p
h
続
的
く

-v
也
事
、
。

7
1
2
L
 

抑制

一
、
日
終
六
月
二
十
七
円
悶

午
約
十
時
か
ち
午

後
嗣
問
時
吋
ま
で

一
一
、
胤
押
部
川
古
河
野
・
山
青
年
餓

絡
に
対
す
る
と
議
開
加
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
に
と
が
み
る
こ
と

と
恩
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
己
と

で
主
総
務
で
す
か
ら
、
お
気
棋
戦

に
お
い
で
く
だ
き
い
。

柏
加
部
縫
所
醐
附
設

約
岡
部
俗
寵
聞
が
問
問
汚
ニ
十
以
口
付

に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
係
機
所
は
、
獄
、
我
鶴

子
、
出
師
向
、

m
m闘
の
一
夜
一
ニ
一
附

告
対
象
と
し
た
も
の
で
、
食
品

衛
生
、
回
国
務
薬
物
、
惜
報
繍
悦
郎
開

設
、
栄
揖
救
出
澗
線
、
h

宵繍棚爪
W

幾
康

診
断
幸
一
行
役
い
ま
す
。

…帥概
M

丹
市
地
抽
間
綾
診
断
辻
、
品
成

人
げ
か
局
、
木
商
唯
口
同
、
乳
幼
児
N
M

水
媛
門
田
、

B
-
c
'
G
は
鯵
岬
悶

・本開糟門
u
r
h
行
沿
い
、
い
ず
れ
も

受
付
録
燃
は
午
前
九
時
吋
か
ら
十

時
吋
双
十
分
ま
で
で
す
。

雪賢号室日事静i露

駿

休

主

こ

R
4
1
・
T

不
告
白

P
七
四
一
一
刻
一
一
者

請

求

は

杜

余

謀

へ

千
葉
県
霊
府
民
絞
仕
伸
一
不
向
山
悶
倒
見
時
間
愛
し
て
い
る
場
合
は
、
災
都
世

一
硲
訟
手
当
支
払
制
緩
織
が
鈴
民
j

十
し
て
い
る
入
。

二
日
尽
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
の
で
窃
活
ふ
だ
ω
線引此

わ
抑
制
洲
ら
せ
し
ま
す
。
相
桝
炎
に
よ
り
市
川
崎
明
の
支
庁
授
が

肢
体
不
自
崩
兇
M
削
総
領
ふ
ゴ
ば
認
定
す
る
。

一
小
自
密
閉
却
を
分
縮
問
.
し
て
い
る
家
一
叫
手
議
川
町
倒
閣

時
聞
に
災
仏
制
さ
れ
る
も

ωで
、
不
月
滋
双
が
ほ
と
す
る
。

向
問
機
閥
均
の
生
}
渋
川
U
z刈
k
を
倒
的
問

m
w平
均
り
支
払

と
す
る
も
の
で
す
。
毎
年
同
月
、
八
月
、
十
災
対
流

ζ

の
剖
判
肢
の
主
役
山
問
符
は
次
近
〈
の
銭
円
げ
で
官
民
一
払
わ
れ
ま
す

の

と

お

り

で

す

。

め

次

の

よ

う

な

場

合

は

手

当

吾

川W
滋
出
没
後
体
不
自
治
犯
と
は
、
崎
賞
凶
U

与
れ
ま
せ
ん
。

二
十
才
家
措
輔
の
人
で
、
身
体
制
抑
的
W

口
口
本
国
民
で
な
い
潟
合

申
告
手
相
棋
を
受
け
て
、
一
、
二
銭
的
判

F
幾
同
閉
山
刊
に
州
関
係
げ
か
な
い
掲

の
肢
体
不
良
市
開

ω状
態

心

人

会

め
予
期
日
告
裁
求
で
き
る
人
付
予
制
慌
を
持
っ
て
い
々
い
数
合

同W
重
度
肢
体
不
内
付
山
間
附
刊
を
仲
間
義
務
求
手
錦
腕
、
阿
問
い
合
せ
は
役

し
て
い
る
父
、
ま
わ
い
は
母
国
崎
付
人
同
級
制
制
絞
係
へ
取
し
山
川
く

防
総
綴
と
ム
も
一
小
得
点
出
犯
の
絞
樹
党
ど
さ
い
ゆ

を
せ
ず
、
兄
弟
又
は
問
問
問
腕
人
が

脱輪崎明科貼均五日防

止
問
地
お
は
、
会

岡
山
一
斉
に
行
な

わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
一

ω逐抗期

ω効
果
を

4

胴
親

潟
ぬ
る
た
め
、

蹴槻山地

ω然
凶
州
防

品
開
花
欄
闘
す
る
め
同
山
市
川

ω出
抑
止
に
つ

い
て
の
総
務
論
文
を
一
的
問
か
ら

務
終
し
ま
す
e

一
、
募
集
刑
期
開
問

六
月
…
九
十
出
れ
ま
で
(
六
月
一
一
一

十
銭
の
消
印
あ
る
も
の
は
有

効〉

J

一
、
応
募
湾
総

燃
が
ゆ
ナ
時
間
同
相
続
問
符
紙
十
枚
以

内
と
し
、
住
所
、
氏
名
、
機
構
慨

お
よ
び
年
令
を
削
別
総
の
う
え
、

同
情
衛
生
五
脱
税
務
総
務
ホ
ム
縛
同
報
部
あ

て
に
総
滋
ぬ
と
と
。

次
、
入
選
発
表
、
表
務
官
M
持関

七
月
三
十
一
お
ま
?
に
入
漆

作作旬開
hw凶
拭
巾
此
し
、
入
調
問
者
に
は

災
状
と
削
剛
武
と
し
て
倍
以
金
争
関

与
ま
す
。

一
等
一
ー
翁
双
湾
問
問

…
…
棺
守
山
…
ー
議
会
一
万
川
口

応
募
待
作
付
品
川
凶
返
還
い
た
し
ま

せ
ん
。

共関妨除

体験論文葬祭

冨醤盟狸ra.間縄竃察轟
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酎
町
史
研
究
会
発
足

加
入
救
護
者
募
集

め
ま
〈
る
し
い
文
必
の
融
滞
緩

と
共
に
hrH
い
遂
燃
な
ど
は
つ
い

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
、
私
達
の

制
問
先
日
か
緩
い
間
関
げ
や
築
き
上
げ
た

・
文
化
、
逃
同
町
江
ど
の
縫
取
り
は

工
域
的
滋
山
川
、
。
唱
総
務
織
な
ど

で
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。
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縦
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叩
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滞
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潟
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